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を小数展開すると、

→循環節は
二分割し足すと、

一般に素数 について分数 を小数展開し、循環節の長さ
が偶数の時、循環節を二分割し和を求めると９が並ぶ。



を小数に展開したときの循環節の長さが の倍数ならば
循環節を 個に分け、それらについて桁上がりも考えて対応
する成分を加えてできた数を 分割和と呼ぶこととする。

★☆今回の目的☆★

を小数展開し、 を 以下の素数としたと
きの三分割和と四分割和の性質を研究する。



☆結果☆

を小数展開したとき循環節の長さが３の倍
数の場合の三分割和の結果を が小さい方から順に表にまと
める。

における三分割和

進展開での三分割和 結果



における三分割和

進展開での三分割和 結果



三分割和は性質ごとに
① が並ぶ場合
② が並んだ数の２倍
のふたつに場合分けすることが出来る。

また、 の結果が①だった場合、

の結果は②になると予想できる。→相補性

次に を小数展開したとき循環節の長さが４
の倍数の場合の四分割和の結果を が小さい方から順に表に
まとめる。



における四分割和

進展開での四分割和 進展開での四分割和



における四分割和

進展開での四分割和 進展開での四分割和



四分割和は
が並んだ数の２倍 となることがわかる。



★考察★
【四分割和】
を 進展開する。 は素数、 、 は で割れない
を で割って商を 、余りを とすると、

循環節の長さを とすると



のとき より、 は素数である
から、

を導くことが出来る。



ここで、

として ～ まで辺々足し合わせると、

となる。



それぞれ のとき

のとき

のとき

のとき

となる。



ここで
なので、

∵ ← で 周期なため、 に戻る。



右辺 となる。今回は 進法を用いて
いるため より、結果が得られる。



ここで、

∵

∴
∴ と書ける。 として一般化しておく。

より、 は
しかし、 なので

とすると、

より、 がわかる。



の式の左辺に を戻してみると、

となり、 を小数展開したとき循環節の長さが４
の倍数の場合の四分割和は が並んだ数の２倍
となることが言える。



【三分割和】 のとき



として辺々足し合わせると、 となる。



のとき

のとき

のとき

のとき



となる。ここで なので、

∴



↑つまり右辺は となり、今回は 進法を
用いているため、結果が得られる。
ここで、

∵

と書ける。 として一般化しておく。
より、 は



の式の左辺に と を戻してみると、

となり、 を小数展開したとき循環節の長さが
３の倍数の場合の三分割和は が並んだ数か、 が並んだ数
の２倍 となることがわかる。



相補性定理

として に相補性があるとする。

より、



から、
なら
なら がわかる。


